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1 はじめに

日本短角種牛の頭数減少によって、市場の統廃合が進

んでいる。岩手県においても、実質、北部と中央の2市

場になった。2001年で廃止された市場を利用していた

生産地では、中央市場に統合されることによって、どの

ような変化が起こるのかに不安を抱いている。また、そ

の生産地では、地域内一貫生産を目指し、評価購買 (産

地市場、生産地内での取引)を行っている。

そこで、中央市場へ統合されてから、 3年間の秋の中

央市場と産地市場の価格と体重を検討することにより、

いくつかの特徴を抽出することを目的とした。

具体的には、秋の中央市場において、 1日 目と2日 目

で、そして同日内の出品順番による値段の違いに一般的

な傾向はあるか、子牛単価から見て最適な出荷体重はあ

るか、さらに、産地市場と中央市場で同日齢の牛の出荷

体重は違うか、について検討した。

2 試験方法

(1)中央市場における日本短角種子牛の単価と出品順

秋の岩手県中央市場における 2CX12‐ 21X4年の日本短角

種子牛の体重と価格のデータを用いた。体重 lkg当たり

の値段 (単価)を算出し、年ごとに日別、性別に分けて、

単価と出品順番との相関係数を求めた。また、市場 1日

日と2日 目の単価の平均値を年ごとに性別に分けて比較

した。

(2)中央市場における日本短角種子牛の単価と体重

先の単価と体重のデータを用いて、年ごとに日別、性

別に分けて直線回帰分析と2次曲線回帰分析を行った。

(3)産地市場と中央市場の体重

2002‐ 2004年におけるZ町生産日本短角種子牛の産

地市場と中央市場の体重と日齢との関係を年ごと

に性別で比較 した。 Z町 主要産地から産地市場ま

での水平距離は平均約30kШ、垂直距離は約0 3km、

中央市場までの水平距離は平均約 120km、 垂直距

離は約 1 2kmだ った。

3 試験結果及び考察

(1)中央市場における日本短角種子牛の単価と出品順

2002年の雌と 20114年の雌と去勢雄の 1日 目には、出

品順番が遅くなると単価は増加し、21X12年の雌と 2004

年の去勢雄牛を除いて2日 目には、単価は減少する傾向

が見られた (表 1)がそれらの相関係数は低かった。

1日 目と 2日 目の単価の相違の一般的な傾向は、見ら

れなかった。

(2)中央市場における日本短角種子牛の単価と体重

単価の低かつた 2003年 の 1日 目を除いて、有意な負

の直線関係が得られた (表 2)。 しかし、決定係数は、

全体的に低く、値段の高かった 2004年の 1日 目だけが

比較的高かった。

2次曲線回帰分析では、直線回帰分析と比べて、有意

な回帰式が得られない場合が多かった。2次曲線には、

極大を変曲点にもつものと極小を変曲点にもつものがあ

り、前者は変曲点までは単価は増加し、後者は変曲点を

超えれば単価は増加することを意味すると考えられる。

変曲点が極大の回帰式についてみると、体重が

219 245kgま で単価は増加することになる。このような

ケースを想定した場合、子牛は秋市場での変曲点の体重

に達するためには、日増体量 lkgとすると、出荷月齢は

6ヶ 月齢、すなわち、4月 までには生まれる必要がある。

(3)産地市場と中央市場の体重

産地市場の雌を除いて、体重と日齢との間には、
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正の相関関係が得 られた (表 3)。

産地市場および中央市場の両者で正の相関関係

が得 られた去勢牛で、体重 (W,kg/頭 )と 日齢

(A,日 )と の間に次のモデルを当てはめて、パラ

メータを算出した。

重に違いが出たと考えられる。

4 まとめ

20m‐m“ 年秋における日本短角種子牛の岩手県中

央市場と産地市場の体重と価格について検討した。中央

市場における体重 lkg当 たりの値段 (単価)は、市場 1

日目には出品順番が遅くなると増加し、2日 目には出品

順番が遅くなると低下する傾向が見られた。単価と体重

との間には多くの場合負の相関関係が見られ、さらに詳

しく見ると、出荷体重 219‐ 245峰 まで単価が増加する場

合があった。Z町の同日齢牛の出荷体重は、産地市場の

方が、中央市場より25%高かった。

(中 央市場の時 )

(産 地市場の時 )

ここで、 aは中央市場出荷体重を 1と した場合の産

地市場出荷体重の比を 、 cは 180300日 齢の間は一

定とした場合の日増体量を示す。 aの値から、去

勢牛の場合、同じ日齢の時には、産地市場の方が、

体重は25%高かった。つまり、農家から遠い中央

市場へ牛を運んで出荷した方が、産地市場に出荷

す るよ り体重減少が大 き く、その結果、出荷体
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